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第 1 図は、「だいち」PALSAR による口永良部島の SAR 干渉解析結果である。左列は南行軌道

(Descending)で上段(a)は 2007 年 3 月 11 日と 2009 年 3 月 16 日、下段(b)は 2009 年 3 月 16 日と 2009
年 8 月 1 日のペアを取った解析結果である。右列は北行軌道(Ascending)で上段(c)は 2007 年 1 月 11
日と 2009 年 3 月 3 日のペア、下段(d)は 2009 年 3 月 3 日と 2009 年 7 月 19 日のペアを取った解析結果
である。それぞれの画像について、火口周辺の拡大図を全体図の下につけてあるが、(c)の図において
新岳火口周辺で衛星に近づく方向の変位が見られる。変位量は衛星視線方向に最大約 7cm である。 
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第 1 図  「だいち」PALSAR による口永良部島周辺の解析結果 

Fig.1  Interferometric analysis of SAR acquired by“Daichi” PALSAR on Kuchinoerabu Volcano. 
 


